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正
貨
支
払
停
止
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い
て
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方
銀
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券
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発
行
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は
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イ
ン
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銀
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と
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ら
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に
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ろ
ぅ
。
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ひ
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じ
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し
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し
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と
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ロ
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ド
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け
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マ
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経

済

学

ノ

ー
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を

読
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で
-
-
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最
近
わ
が
国
に
.お
け
る
t

ル
タ
ス
主
義
研
究
o ，
焦
点
が
、
初
期
マ
ル
ク
ス
に 

し
ぼ
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
，と
は
、
い
ち
じ
る
し
い
傾
向
で
あ
る
'。
こ
；れ
.は
い
：う
ま 

で
も
な
く
、
外
国
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
の
反
映
で
あ
る
と
も
み
な
し
■ 

う
る
が
、
同
時
に
-,
'
.わ
が
国
の
マ
ル
.ク
ス
主
義
研
究
が
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.外
国
人
の
業
績
の
：た 

ん
な
る
翻
^

紹
介
の
域
を
脱
し
て
、
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密
に
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.
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主
義
の
全
貌
が
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し
く
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握
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
従
来
、
わ
が
国
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お
：け
る
マ
ル
ク
ス
研
究
、
と
く
に
マ
.
ル
ク
ス
主
義
の
定
礎
期
と
も
い
.う
べ
き
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八
四
八
年
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
初
■

マ
ル
ク
'
ス
研
究
は
、
哲
学
的
あ
る
い
は
思
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史
的
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接
近
方
法
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め
.て
い
た
よ
う
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れ
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ゲ
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へ
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マ
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り
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し
亡
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べ
奢
問
題
：で
は
な
い
げ
れ
ど
も
.-
'
:ぞ
れ
に
'%
が
か
；わ
ら
ず
古
典
派
経
済
学
の 

.批

摂

取

ボ

マ

ル

；タ
八
の
哲
学
的
世
界
観
の
確
立
：や
社
会
主
義
思
想
の
科
学 

的
構
成
..と.不
可
分
の
関
係
；に
.
.お
い
'て
、，
ど
.：の
...
よ
う
な
形
.で
'お
こ
な
わ
.れ
た

か

、..： 

こ
'の
よ
う
’な
視
角
か
^
の
ァ
プ
.ロ
ー
チ
は
、
従
来
と
も
す
れ
ば
閑
却
さ
れ
て
き 

た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

;

そ
れ
は
ひ
と
つ
に
は
、
従
来
.の
ャ
ル
ク
ス
•猫
済
学
研
究
は
、

マ
：ル
ク
ス
主
蘼
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経
済
学
が
に
な
っ
て
い
る
実
践
的
•
革
命
的
課
題
が
>「

賃
労
働
と
資
本」

(

一：

八
四
九
年)

か
ら
.「

経
済
学
批
判
.

」

.

(

1
A五
九
年)

.
へ
、

そ
し
て
最
後
に「

罾 

本
論」

.■

(

一
八
六
七
年)

：に
至
っ
て
も
っ
と
も
た
か
.
.め
ら
れ
る
と
い
5;
歴
史
的 

_
実
か
ら
、
経
済
学
の
研
究
の
場
合
に
も
マ
.ル
ク
ス
，€>
.闘
争
者
と
じ
て
办
_
面 

か
ら
の
考
察
が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
か
よ
う
な
吧
竜
尤 

基
本
的
に
は
正
し
い
と
思
}
が
、.
そ
の
よ
う
な
革
命
家
、.
戦
闘
的
な
唯
物
論
者：

と
し
て
：の
'
.マ
ル
タ
ス
は
、
や
は
り
天
才
的
な
経
済
学
者
ど
し
.て
'の
側
面
に
よ
づ 

て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
.の

<3
:-う
に
考
え 

た
場
合
，
わ
れ
わ
れ
は
、

マ
ル
ク
ス
：が
'>
そ
れ
以
前
の
経
済
学
に
何
を
_
う
て 

い
る
か
、
い
か
に
し
て
そ
れ
ら
の
な
か
か
ら
素
材
と
し
て
利
用
し
5
•る
も
の
を
，
..

と
り
あ
げ
、
そ

れ

に

.

よ
っ
て
、
自
己
の

経

済

学

体

系

に

役

立

，た

し

め

よ

う

と
し 

た
か
、
こ
う
し
た
点
に
興
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
度
、
杉
原
四
郎
教
授
お
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よ
び
重
田
晃
ー
氏
に
よ
；っ
て
訳
出
さ
れ
、
詳
細
な
解
説
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研
究
と
を
も
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た
マ

.
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に
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介
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読
後
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ベ
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せ
て
戴
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。
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初
期
マ
ル
ク
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研
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：に
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.い
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筆
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が
今
ま
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；

る
こ
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セ
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 Marx, 

1962...

ま
■た
：
..

『

西
.ド
ィ
ッ
.に
.お

け

初

期

マ

,.

ル
ク
ス
研
究』

に
、つ
い
て
は
、
金
原
庚『

若
き
マ
ル
ク
ろ
に
お
け
る
哲
学
と
経 

.

済
学』

R
a
J
^
f
a
.
P
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J
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^
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p
h
i
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p
h
l
e
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を
参
照
ノ
三
田
学
会
雑
誌
、
第
五
.五
巻
第
三
号
。
な
お
邦
文
の 

も
の
と
し
て
は
、
.

*

杉
原
四
郎「

ミ
ル
と
マ
ル
タ
ス」

一
九
五
七
^
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
員
。

* 

:淡
野
安
太
郎「

初
期
の
マ
ル
ク
ス
-
:
—
唯
物
史
観
の
成
立
過
程」

'
1九
五
六
.
 

年、勁草書房。

入

.：

.
 

.

•

.

>
vの
.ほ
か
に
^
多
数
の
俊
れ
た
論
文
研
究
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
：が
、
筆
者
の 

寡
聞
の
た
‘め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
、

-
 

*

平
井
新「

若
き
マ
ル
ク
ス
と
サ
ン
：
v
モ
ニ
ス
ム
一
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
>1
.
フ

ラ
ン
ス
社
会
主
肩
と
.の
関
係
に
関
す
る
研
究
の
一
節——

(

三
田
学
会
灘
誌
： 

第
五
五
卷
第
三
号
所
収)

。

ま
た
こ
れ
は
マ
ル
タ
ス
自
身
に
か
ん
す
レ
も
め
で 

は
な
い
が
、
遊
部
久
«

>
ジ
ョ
.ン
*:
;
フ
ヲ
ン
グ
ス
，
ナ

レ

イ

."

a苗
学
会
雑

「

初
期
マ
ル
ク
ス」

研
究
の
た
め
の
一
資
料

誌
、
五
五
巻
第T

号
、
第
二
号
、.第
三
号
，
第
四
号
：
第
十
二
号

)

'

も
、
マ
ル
ク
ス
主
義
形
成
期
に
®
要
な
関
係
を
有
す
る
も

の
.

と
し
て
&
目
す
ベ
. 

'

き
で
あ
ろ
ぅ
。
:

,

.

.

;
2

)
」

：.レ
ー
ニ
ン
：全
集
、
第
ー
ニ

+
ー
：
卷(

大
月
版)

}

^
、「

力ー
ル
.
マ
ル
ク
ス

」

。
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,
:
;
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「

訳
者
は
：し

が

き

」

..に
よ

れ

ば

、

本

書

は

、

ー
ゾ
八

㈣
因
年
か
ら
翌
四
艽
年
に
か 

け
て
、
.当
時
ニ
六
歳
の
.マ
ル
ク
ス
が
、マ
パ
リ
滞
在
中
に
お
こ
な
っ
た
経
済
学
の 

抜
舉
ノ
ー
ト
を
訳
出
ム
た
も
の
で
あ
り
、

一
九
三
ニ
年
に
、
モ
スrr

丨
の
マ
ル 

ク
ス
.
.エ
ン
ゲ
.ル
^
研
究
所
か
ら
出
版
さ
れ
た『

マ
ル
ク
ス
，
エ
ン
ゲ
ル
ス
佘 

集』

.第

.一.部
第
三
巻
の
中
に
収
録
さ
れ
た
も
の
を
底
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
0 

訳
者
に
よ
れ
ば
、：マ
ル
ク
メ
の
こ
办
ノ
ー
ト
は
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
書
か 

.れ
た
，『

経
済
学
-^
.ょ
び
哲
学
に
関
す
る
.手
_稿』

...
や
，

『

.ド
ィ
ッ
‘
ィ
.デ
..ォ
ロ
ギ^丨
-

』

.
 

な
ど
が
''
初
期
マ
ル
ク
.ス
研
究
.

f

の
関
心
が
た
か
ま
る
に
つ
れ
て
.注
目
さ
れ
、
.
 

,多
べ
の
研
.究
が
行
わ
れ
て
.い
'る
."の
へ
に
ノ

 

.こ

.の
■.

『

経

済

学

ノ

ー

ト

』

.

.

.は
こ
.れ
ら
の 

陰
に
か
く
れ
で
し
ま
っ
て
、：
一
.部
の
学
者
の
注
目
を
ひ
い
た
だ
け
で
、.
ひ
ろ
く 

一
般
の
研
究
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
.口 

I
ゼ
ン
べ
ル
ク
が
そ
の
著 

書『

十
九
世
紀
四
〇
年
代
に
お
け
る
マ
ル
クK

.エ
ン
ゲ
ル
ズ
の
経
済
学
の
発
展 

の
：概
説』

.■

(

副
島
種
典
訳『

初
期
マ
ル
ク
ス
経
済
学
説
の
形
成』

、
大
月
書
店
、
'一
九 

五
七
年)

に
.お
い
て
そ
の
重
要
性
を
指
摘(

上
掲
訳
書
七
七
頁
''『

第
三
章
' 
経
済 

学
者
か
ら
の
抜
粋
ば
た
い
す
る
力
I
ル
•■マ

ル
.ク
ス
：の
批
判
的
評
注』

を
参
照)

し 

て

以

来

、
：へ
わ
が
国
で
'4
VV-
の
ノ
ー
ト
に
か
ん
す
る
研
究
が
、
か
な
り
活
発
に
な

っ
て
き
た
と
い
’

の
で
あ
る
.
o
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初
期
マ
ル
ク
ス
の
一
考
察——

経
济
学
批
判
へ
の
端
緒
と
し
て
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ•

ミ
ル
評
骷
を
中
心
と
し
て』

、
関
西
火
学『

経
済
論
集』

Vol. I, .
v
m
.

 No. S
,
1959)

の
成
果
が
す
な
务;^
こ
^
業
績
を
生
.み
.出
レ
.た
の
：で
あ
つ
X
、

っ̂
：て
本
書 

が
ノ
訳
者
も
搜
摘
さ
れ
る
ょ
デ
に'
た
ん
に
マ
ル
ク

.ス
の
経
済
学
ノ
ー
ト
の
要.- 

約
で
あ
：る
：の
み
な
ら'ず
、■，訳
者
の
共
同
労
作
で
お̂
以
上
"
わ
が
国
に
：.お
.け
る 

初
期
マ
；ル
：ク
ス
研
究
の
重
要
な
産
物
で
あ
り
、
そ
の
研
究
水
準
を
反
映
ず
る
も

' 

の
と
し
て
注
：目
さ
；れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な1>
。

.

:

'

、

，

_ 

本
書
の
目
次
を
み
て̂

よ
ぅ
タ
べ
凡
例
方
に
よ
益
、

本
訳
書
は
、

モ
ス
！

1 

丨

の

マ

ル

タ

ス

，

エ
：
ン

^
ル
：.ス
.研
究
所
0
依
嘱
に
ょ
り
、
；；
.ー.入
三
4
ー.年
、
，べ
：ル 

リ
I

ン

に

ぉ

ぃ

て

，
、
，
ア

ド

，
ラ

ツ

V中
丨
に
よ
つ
て
編
築
さ
れ
た
べ

『

力
.
|
.ル.
> マ
'
ル'.
. 

ク
ス=

フ
M

l
ド
y
:
:ッヒ
‘
子
ン
.ゲ
ル
メ
、
歴
史
的=

批
判
的
全
集
、
第
一
部
第 

三
卷
所
収
、T

八
四
四
年
の
.は
.じ
'め
'か
.ら
.一.
A四
五
：年
.のは

：：

じ
.め
ま
.で
、
.マ
.ル 

ク
ス
：著
.
.

「

聖
家
族
.お
.ょ
び
#
稿
..

j ..(Karl. Marx. Ifn.d 

へ
.

Friedrich. Engels, Hist?. 
isch-kritische: Gesamtausgabe'Erste. Abteillm.g;..Band.

co,.,Mar:c-undwngels.” 
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E
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ハ
 

I
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von V. Adratskij, 

Berlin, 1
9
3
2
)

の
な
が
の
第
一.一
部
、
抜
き
書
き
か
ら

(

一

八
四
四
年
の
は
じ
め
か
ら
一
八
四
五
年
の
は
じ
め
0
間
に
：書
が
.れ
た
と
推
定
.：さ
れ
 

る)
(zweiter Ten.:. 

Aus. 

d
§ Exzerptherheften, .. 〔paris„ 

A
n
f
a
n
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Anfangr 

1
S
4
S
)

を
底
本
と
し
.て
い
る
0 

,

つ

ぎ

に「

概
観」

の
な
か
で
編
集
者

(

ア
ド
ラ
ツ■キ
ー)

、が
掲
げ
て
い
；る
マ

ル
ク
ス
の「

経
済
学
ノ
ー
十」

の
原
本
で
あ
る
が
、
九
冊
か
ら
成
り
、|

一
つ
折
.
 

り
版
、，
四
つ
-折
版
、
も
し
.く
は
八
つ
折
版
の
、.
い

ず

れ

も

十

七

ぺ

ー

ジ

か

ら

，一
，
ニ 

耳
べ
•丨
ジ
の
内
容
で
あ
る
。
と
こ
.ろ
で
ど
の
よ
う
^
著
作
が
、
抜
萃
の
対
象
に 

な
っ
た
の
か
と
い
う
き
わ
め
て
.興
味
あ
る
問
輝
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
著
_ 

が
ど
の
ノ
ー
卜
に
抜
萃
さ
れ
て
い
る
か
と
.い
う
点
に
つ
い
て
は
、
さ
.し
て
重
要 

で
な
I
と
思
.わ
れ
る
.の
で
、

マ
.ル
タ
ス
に
よ
っ
’て
抜
萃
さ
れ
た
著
作
©
リ
ス
ト 

を
作
成
し
て
み
よ
う
。
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*

ピ
手
丨
ル
•
ル•

ぺ
ザ
ン
，.ド

ゥ

，
ボ

ア

ギ.ユ
べ
，丨

ル

9:
^

^
|—
»<1
>

^

|5- 

de Boisgumebert) ：
『

フ
ラ
ン
.ス
詳
論
、
そ
の
富
の
減
少
の
：原
因
と
救
済
の
容 

:

易
さ』

、
；̂

^
寒

『

十

八

他

紙

の

財

政

学

者

た

ち
^
ぐ
.ユ
I
ジ
エ
へI
ヌ

•
デ
I 

ル
.編
集
並
び
に
解
説
"
パ
リ
、

一
八
四
三
：.年
。〉 

f 

'同
：右

『

富
、
.貨
幣
■お
よ
2

馬
納
'の
，本
質
に
関
ず
る
論
究
^-
^

*
.

.

同
右
へ『

穀
物
の
一
本
性
、
.耕
作
' 
商
業
お
よ
び
利
益
校
つ
い
て
の
概
論
、
上 

_

掲
書
所
収
。

'

:

.

:
';
.

*

ゥ
ジ
工
.！
ヌ

•■ビH

レ
.『

ィ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
階
級
の
窮
乏 

に
つ
い
て』

：全
ー
1
卷
、ニ

八

四

0
年
。

：
'
:
ン

* 
.
デ
ス
テ
ユ
ッ
ト 

'
ド
ウ
.•ト

ラ

ク

ィ(Destutt: de Tracy} 

デ
オ
ロ 

ギ

！
要

論』

：パ

リ

ゾ

ー

八

ニ

六

年

。

-*
フ
，リI
ド
リ

ッ
ヒ
•：

エ
ゾ
ゲ
ル
.ス(Friedrich Engels )

『

国
民
経
済
学
批 

判
太
綱
'

『

独
仏
年
誌』

.
一
八
四
四
年
所
収
。
'

*

 

ジ
ェー

ム
ズ
•
ロ 

I
ダ
ー
デ 

I 
ル

(James 

Maitland 

Lauderdale )
『

公 

T

共
の
，富
の
本
性
と
原
因
.
関̂
す
る
研
究』

：(

E 
•

ラ
ジ
ェ
シ
テ
ィ
•
ド
ゥ
•
ラ

ヴ

エ

スCLagentie. de 

W
に
よ
る
7
ラ
ン
ス
語
訳
、
パ
リ
、
一
八
0

八

.

.

.て

.

.

.

.

.
-
.
: ,

*

ジ
ョ
ンV

ロ

ー(

J

& La
w
)
『

通
貨
お
よ
び
商
業
に
関
す
る

'諸
考
察』

、
 

著
f
集

『

十
八
世
紀
の
財
政
学
者
た

.ち』

、
'
-
.
ユ
ー
ジ
ヱ
I
ヌ

デ

■丨
ル
編
集 

な
ら
.び
に
解
説
、：
：パ
リ
、

--
•
八
四
三
年

。

.

■■
;
•

* 

.ル
ゥ
ァ
ス
丨
ル(RenpLevasseur)

前
国
民
公
会
議
員

.『

回
想
記
.

』

.第

f 

卷
お
，よ
び
第
一
一
巻
、.

パ
リ
、
：一
八
一|

九
年
。
.：第
三
巻
お
よ
び
第
四
：巻
、
.
パ
リ
ノ 

1

八
一
一
一
一
年

。
.

*

フ
リ
I
ド
リ
ツ
ヒ
•
リ

ス

ト(Friedrich List )
『

政
治
経
済
学
の
国
民
的 

体
系』

シ
ユ
ト
.ゥ
..ツ
ト
ガ
■ル
ト
、•
'テ
：
ユ.し
ビ
，
ン
ゲ
V
、.：
-*
八
四
二
年
。
.

本

ジ
ヨ
ン

■-
.
ラ
ム
ゼ
イ

•
マ
ガ
..口

ツ

ク(

I

 

p
o
l
o
c
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f

経

，
済
学
'の
起
瀕
、
：.進
歩
、
風
有
の
対
象
拾
よ
：び

16
要
性

.に
関
す
る
講
義』

'
,
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ブ
レ
ヴ
オ
に
：よ
る
ラ
：テ

^
ス
鼢
訳
、
：

ジ
；：

ラ
ネ
I
ヴ
、：
パ
リ
'

ー.
八

ニ

五
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r 
:
ジ
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ム
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ミ
ル
ク
.
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M
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E
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綱
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；
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フ
ン
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語
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H
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樂

お

よ
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農
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利

益
^
関

す

：る

公

衆

の

、失

望
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ぁ

る
1>
'
は

リ

：スK
博

士

の
. 

工

業
力
辟
学

の
吟
味
I

附

論

、
；
，
ユ

ー

ト
ビ

ア
：
か

ら

の

祈

念

』

、
:テ
ノ
ユ
へ
|

ビ 

-ン
ゲ

ン

、-
八

四
1
.
.
ー
年
0つ

:

リ
凋
右
^
諸
国
民
の
通
商
関
條
に̂
以

て

^

全
ー
ー
卷
で

 
シ
ユ
ト
ゥ
ダ
ト
ガ

-ル
：

7T
イ
ヴ
ィ
ツ
ド

•

リ
カ
f
ド

ウ
.

(

D
a'a
1

^

|

)

"『

経
済
学
と
課
税
の
：原;' 

理』

七
シ
ス
タ
ン
チ
才 

C
F
r
i
n
c
i
s
c
o

 

s
o
l
a
a

o':
c
o
i
s
t
a

gKio〕

.に
よ
る
フ
一
！
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,
y
•
ス
.

「

初
期
マ
.ル
ク
ス
-1
_
研
究
の
た
め
め
ー̂

:

語

訳

.第

.二
版
、.
.全H.

巻
，
：パ
^V 、；

-.

八
：三
五
年
。
.
.
.
.

*

ジ

ャ

ン
•
パ
テ
ィ
ス
ト
•

セ

ィ

(

J
e
a
?
g
p
^

K-
^

g
p
y
)
『

経
済
学
概
論』 

第
ー
1
1版
、
.全VI

巻
、
•
パ
リ
、
，7

八

：
一

七

年

。

*

同

右『

応
用
経
済
学
全
講』

第
三
版
、
プ
リ
ユ
ッ
セ
ル
、

一
八
三
六
年
。

*

カ
|
.ル
、
.ヴ
オ
^

^

.
ン
ク
、

ク
リ
ス
ト
フ
.
シ
ユ

ッ

ク
H

.
.
g
a
n
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r
i
s
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o
p
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c
h
g
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国
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济
学
原
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、
テ
ユ
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ビ
ン
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ン
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八
a

三
年
。

•

:
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•

*

フ
レ
デ
リ
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ク
•
ス
カ
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ベ
ク
Q

s
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k
a
r
b
e
k
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会
的
富
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理

論』
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有

パ

リ

、
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'
:
I

A
ニ
九
年
0

.

*

、
ァ
ダ
A

V
大
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.ろ
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諸
国
民
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富
の
本
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と
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す
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、
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ガ
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、.；
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ニ
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パ
ル
タ
人
め
国
制
、
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テ
ナ
ィ
人
の
国
制
な
ど』

、

シ
.
ユ
ト
ゥ 

'ッ—

力
ル
ト
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ー
八
三
0

年
。
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第
十
4

‘卷
し『

.ア
^

こ
め
抜
萃
さ
れ
た
著
作
办
リ
ス
ド

を
み
る
> :-

, '

当
時
の
.マ
ル
：ク
.ス
ょ
、
t-
だ 

充
：'^
に
英
15
を
.読
む
と
と
が
で
き
ず
、
.も
.._
つ
ぱ
■ら
フ
ラ
シ
、
ス
語
訳
で
、
：
疼

^
 ̂

.の
著
作
を
.読
ん
で
い
-£
こ
と
、：
ま
た
今
日
で
は
べ
_ほ
と
_ん
ど
.そ
の
..名
前
&̂
忘
..れ 

ら
れ
.，

も

]/
く
林
理
論
的
に
問
題
に
な
ら
な
い
人
々
の
著
作
も
把
'!
-
奶 
ぐ
と
り 

あ
げ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
で
.さ
ら
に
ド
ィ
ッ
の
学
者
は
、
リ
ス
ド
、

-
ン
ゲ
ル
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丨
、
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ユ
ッ
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の
四
人
‘で
比
較
的
少
な
い
こ
と
な
ど
に
気
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つ
•く
。
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.
•

と
こ
ろ
で
、
、訳
者
補
説
に
よ
れ
ば
、
リ
ャ
ザ
ノ
フ
の
あ
と
を
つ
い
で
一
八
三 

ニ
年
に
、
-
7
,ド
.ラ
ッ
.キ
I
'に
.よ
'っ
て
編
載
さ
れ
_た
.マ
ル
1ク
ス
•
ェ
ン
.ゲ
ル
.ス
-全 
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で
，は

こ

の
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• t
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ぅ

ち
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I
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.
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ク.セ
ノ
7:
ォ
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計
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抜
萃
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龠
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な

紹

介

唣

も

ど
 

め
、
抜
き
書
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を
の
せ
て
.い
る

わ

け

で

は

な

い

，

そ
じ

て

本

書
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.さ

ら
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に
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■の
な
か
か
ら
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エ
ン
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ル
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ス
、

セ
ー
ノ
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概
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ク
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ク

貳

の

ー

抜
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介
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っ
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に
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.翻
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し
た
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择
か
：：は
«

点
的
.
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抄

訳
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：
；
訳
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の

.補
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説
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べ
ら
れ
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い
る
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ー
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こ
の
：̂
済
^
ノ
ー
ト
を
_
む
と
、.マ
ル
ク
ス
が
、
い
か
に
^

^
の
代
表
的
か
著 

作
を
貪
り
読
ん
だ
か
、
と
く
に
、
;
ー
八
四
四
铝
独
仏
年
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
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ェ
：
：
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ンv

ル
ー
ス
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国

民

経

済

学

批

判

太

綱

J
.

杧

：左
っ■て
経
济
学
研
究
：へ
：の
意
欲
を 

瞍
ら
れ
、
と
ぃ
ん
に
古
典
学
派
と
そ
^

11
1

ヾ
つ
：ま
り
国
民
経
済
学
の
読
破
.と
そ
一 

の
批
_
的
摂
取
に
專
心
じ
ズ
ぃ
:<
>
た
が
、
.:
'
:
-
そ

の

超

人

的«'
精

九

的

な

勉

強

お

精 

進
の
ほ
ど
が
#

々
と
し
て
1感
じ
ら
れ
る
泠
で
あ
る
"
：興
味
深
い
と
'と
ぼ
、
：
ヤ
ル 

ク
ス
：が
ど
う
.い
.う
：評
註
を
加
え
て
い
.る
か
と
い
う
こ
_

と
.で
あ
る
が
、
そ
の
.ま
え
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る
。
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一
巻
の
な
か
の
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と
え
ば
第
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：
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財
産
権 

に
つ
、い
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の
な
か
の
つ
ぎ
の一.

節
は
注
目
を
ひ
く
。

:ユ
ゾ「

土
她
所
有
者
め
«
利
は
：::
:
:
.-:掠
奪
に
*'
来
す
石
.丨
，
*

奪
の
果
実
で
•も
な
く
、
数
代
に
わ
た

っ
て
徐
々
.に

蓄
積
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 

と
想
矩
し
.た
と
し
て
も
、
や
は
り
そ
の
相
続
を
神
聖
視
す
る
た
め
に
は
、
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地
の
場
合
.と
同
じ
よ
ぅ
に
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立
法
の
協
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必
要
と
す
る
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な
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：ぎ
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も
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ル
ク
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り
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©
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吃
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用
し
て
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る
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柄
の
本
質
か
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ぎ
出
す
こ
の
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益
の
ほ
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さ

ら

，に

，
：
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分
の
地
位
に
も
と
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い
て
そ
れ
と
：は
別
の
利
益
を
有
す
る
C
す
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:
パ
わ
ち
、
こ
の
地
位
が
小
作
人
に
た
い
す
る
関
係
に
.お
い
て
.、
；
：
土

：
地

所

有

者

に

.
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ぅ
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產
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^
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あ
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あ
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^
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^
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あ
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&
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固
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：
て
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必
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i
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t
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：い

て
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あ
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；…

•」

，
.

(

本
書
三
五
丄
ー

|

六
頁)

。

:

\

.
:
.

.

.ま

た「

富J 」

に
つ(

い

て

は
':
'
. : 

V :

:

:

'

i
:は

善
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富

の

本

質

的

要

素

と

年

っ

；
て

い

る
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富
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.

人
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要
と
し
な
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、
つ
ま
り
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：

「
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^
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欲
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マ
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い
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办
だ
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書
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.こ
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ー

節

は

資

本

家

的

富

の

本

質

を

'ょ
く
と
ら'え
：て
い
る
と
思
ぅ
，し
、

ITT. 

身
泥
経
.済
学
に
.つ
い
て
の
彼
の.認
識
.と
結

び

つ

け

ると

面
'^

い
。

マ
ノ

ク

ス

は

つ

ぎ

に

ス

ヵ

ル

べク
か

ら

交

換

と

分

業裏

い

て

い

る
.が
、
：
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こ
れ
に
も
註

解

は

附

；せ
ら
れ
て
は
；い
；

な
.い
。
つ
ぎ
め
：.ァ
ダ
.

A

•ス
ミ
ス
：の
有
名 

な
分

業

論
.に
つ
：い
て
の'註
解

は

商

白

い

。患
ぅ
に
マ
'
:ル
ク
ス
は
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ミ
；
.ス：の
：分 

業

に

：つV
,て

の

説

明

が

不

完

金.で
、
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.因っ.
て
来
る
.
.と
こ
ろ
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人
©
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交
換 

本
能
に
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し

て

い

る
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と
.に

疑

間

を

感

じ

、
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分

業

の

原

因

を
.
、

や

は

；
り

「

営
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ぅ
讲
実̂

求

め
±
ぅ
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し
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は
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が
ろ.ぅ

が
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つ
け
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な
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ス
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っ
て.，い
：
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あ
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環
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だ
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分
業
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.説
明

す

る

た

め
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交

換

を

前

提

す

る

。.だ
が

交

換

.が 

可
能
で
.

I
た
I

、
：.彼
は
I

か

じ

め

分

業

を

、
，
人

間
I

動
の
相
異
を 

矿

提

- ^
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
ン
問
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を
原
始
狀
態
^
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づ
し
^
と
ど
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彼
は
そ
れ
が
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ぺ
ー
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た
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質
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働
の
自
然
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と
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労
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者
た
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し
て

の
獲
得
を
唯
一
.の
.目

的

支

な

い

；よI

仕
事
は
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べ
：
て|

さ
：せ

冬̂
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な

ゐ

。.，
す
べ
て
の"知
的
能
ガ
の.差
別

は

消

滅

す-^
だ
ろ
_ぅ
。

と1>
ぅ

の

は

、

精 

神

は

肉

体

的

な

：諸

欲

望

を

み

た

そ

う

；

と
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I
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に
の
み
一
か
か
り
き
っ
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t
に
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す

べ

て

の

階

級

が

全

般

的

な
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困

^

な

令

ま

ざ

れ

る

に
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た
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だ

ろ

ぅ 

力
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で
あ
る」

.，
f
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ぅ
見
解
に
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し
て
：、

マ
そ
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註
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つ
け
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い
る
。
‘ 

„

「…
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精
神
的
自
由
と
.い
5
目
的
、
：し
.た
：が

0
て

务

数

：の
も
.の
の
没
精
神
扮 

な

奴

隸

状

靡

肉

体

的

激

蒙

唯『

の
目
的
で
味
な
い
。
し
た
：が
っ
て
そ
れ 

は
多
数
の
’も
の
：の
唯一:::

の
；，目
的
で
あ
る
。
.あ
る
い
は
、
.正

反

対

結
婚
が 

,

目
的
、
.し
'た

が

:?
て
多
数
の
i
の
の
.売
淫
、」

所
有
が
自
的
、
し
た
が
マ
て
多 

数
の
：も
の
'の
非
所
有」

ゾ
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ぅ

に
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ヵ

ー

ド
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の

理

論
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反

駁

し.た

の
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、
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の
当

時

にお
い
て 

リ

ヵ

ー

ド

ゥ

の
学
説
、
：い

わ

ゆ

る国
民
経
済
学
が
ど

の

：よ

ぅ

な
役

割

を

果

す

：
か
.

、

を
.の」

ぺ
た
つ
ぎ
の
よ
ぅ
な
明
解
な
.文
章
は
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の
ち
の
資
本
主
義
に
た
い
す
る
本 

'
制
的
批
判
襄
唆
し
.て
い
.る

？
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'
；
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:
，

1「

リ
ヵ

ー

ド

ゥ

の学
説
が
.現
在
の
状
態£.

た
い
し
て
重
要
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を
も
つ
の
は
、

:

:
た
だ
.

つ
ぎ
の
点
|

务
れ
が

(

'

蓄

稹

が

お

：し

す

す
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れ
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る
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潤
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減
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す
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を
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し
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，
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l

&
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す
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商

槳

恐

慌

等

は±'
.こ
力
ら

起

る.o ;
'で
あ
.ろ
う
か
.と
い
.う
.こ
.と
-
;で

あ

る
-:
:
.

.

(

本
書
五
.七
^
I
.
-
ジ
：

)
' 

.ゾ：

.

.

.
-

 

と

こ
-1
C
.は
す
.で
.に
.
、
：
'
国

民

経

済

学

=

古
典
派
経
済
学
：を
も
っ
て
，し
て
は
* 

■

 

失
業
や
恐
慌
な
ど
の
現
象
を
説
明
す
る
_と
と
が
：で
き
な.い
と

い

う

確ft
が
：み
ら 

れ
る
.

：

の
：
で
あ
り
、
：：何

よ
|

、
':
'
.
:エ
シ
ゲ
ル.ス
の
¥「『

国

民

経

済

学

批

判

大

綱

』 

.

.か
ぢ
；の
稂̂

い
-彫
響
を
.み(

る
.こ
.と
、が

：で.き
.る
。
'
.
:
.

,'
-:
;

;
_
'
:.
'

\

.

-

セ
イ
、：
ス
ヵ
ル.ベ
タ
、
ス
、ぐ
ス
お
よ
び
リ

ヵ
ー

ド
ゥ
が
ら
の
抜
萃
に
つ
い
で
.

の
マ
ル
ク
ス
の
註
解
に
は
、
.:
'た
え
ず
.
.工V

ゲ
へ
ル
ス
-O
'
理
論
的
影
響
の
も
と
に
あ 

.っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

国
民
経
済
学
に
つ
：い
て
、

「

㈠
国
民
経
済

.
 

，
学

に

あ

っ

て

は

、pn
l

M
は

決

し

て
国
民
の.利
益
：で
も
人
間
で
も
な
く
て
、：：純
所 

.得

.

.

.
利

潤
•
地
代
の
：み
で
あ
る
。-;
こ
れ
が
。
一
国
民
に
と
っ
，て
ハ
の
最
終
の
目

^
な
.
 

の
だ
。
0
人
：間
0
.生
活

は

、
そ

れ

自

身

と

し

て

は

な

ん

.ら

価

値

あ

る

も

：の
で
は 

な
い
o

^
と
り
わ
け
労
働
者
階
級
の
価
値
は
、
必
要
が
.く
べ
が
..ら
ざ
.る
生
産
費 

だ
け
.に
か
ぎ
ら
れ
、
労
働
者
階
級
は
、
た
だ
純
所
得
の
た
め
に
だ
け
、
す
な
わ 

ち
資
本
家
の
利
潤
と
地
主
の
地
代
の
た
め
に
だ
_け

存

在

す

る

.

」
(

本
書
五
九
ぺ
ー 

ジ)

。
こ
う
し
た
評
価
は
、

マ
ル
ク
ス
独
自
の
も
.の
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ 

よ
り
は
む
し
ろ
多
く
エ
.
.ン
,ヶ
ル
ス
に
負
う
て
い
る
と
.思
わ
れ
る
。

' t
)

ク
ス
.の
哲
学
的
思
索
が
、：

国
民
経
済
学
に
た
い
す
る
批
判
の
武
器
と
し 

て
、
' も
っ
と
も
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
、

「

ジH

丨
ム
ズ
•
，ミ
ル
に
関 

す
る
ノ
ー
.ト
.

j..

で
あ
ろ
う
。
 

,
 

•
 

こ
の
.部
分
は
、
さ
き
に
の
ベ
た
よ
う
に
、
本
書
も
そ
の
全
文
を
訳
載
し
て
お

り
、
き
•わ
め
て
興
味
深
い
部
分
.で
、
ま
た
本
書
を
も

?
と
も
魅
力
あ
る
も
の
と 

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
-る
。
た
だ
ジH

1

ム
ズ
.
ミ
ル
の
経
済
学
綱
要
か
ら
抜
.
 

萃
を
読
ん
で
み
る
と
、
•非
常
.に
詳
細
な
の
だ
か
、
こ
れ
に
：つ
い
て
：の
註
解
が
、
こ 

れ
と
必
ず
し
も
密
接
に
結
び
.つ
か
ず
、

あ
た
か
も
関
係
な
<-
展
開
さ
.れ
て
お 

.り「

訳

者

な

巻

末

の

解

説

：で
指
摘

し

て

い

る

よ

う

'に
、，「：

ミ
.ル
評
註1

の
叙
述 

は
、.
*済
学
の
：.理
論
0

M
開

と
^

な
：お

き

わ

め

て

未

熟

で

あ

る

」
(

本
書 

1

•九
四
ぺ
彳
ジ)

？
し
か
し
そ
れ
に
：も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
若
ぎ
日
の
思
想
の
な 

.
か
に
、「

人
間
疎
外」

.
に
つ
い
て
の
独
創
的
な
見
解
、

天
才
的
な
ひ
ら
め
.き
を 

う
か
#
う
こ
と
.が
で
き
る
。
--
:つ
：ぎ
に
そ
の
'評
註
に
つ
い
て
、
筆
者
が
重
要
と
思
、
 

.わ
れ
る
'と
こ
ろ
：を

抜

き

書

ぎ

し

て
.み
よ

う
。

'

マ
ル
ク
ス
は
、：:

貨
幣
の
特
質
を
.交
換
の
媒
介
者
で
あ
る
と
い
う
ミ
ル
の
規
定 

に
た
：ち
な
が
ら
、

つ
ぎ
の
よ
ヶ
に
の
べ
て
い
る
。

へ「

貨
幣
：の

本

質

は”
さ
し
あ
た
り
：
そ
れ
に
お
い
て
所
有
が
外
在
化
さ
れ
て 

い
.，る
点
に
あ>

0

の
で
は
なV

て
、
、
人

間

の

つ

く

り

だ

し

た

も

‘の
が
そ
れ
を
と 

お
し
て
互
に
.補
完
さ
れ
あ
，'う
と
.こ
，ろ.の
媒
介
的
な
活
動
や
運
動
、

つ
ま
り
人 

間

的

.
社

会

的

な

行

為

が

酿

外

さ

れ

て

、
：
.そ

れ

が

人

間

の

外

に

あ

る

免

朴

咖 

な
も
の
>
貨
幣
の
属
性
に
な
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
人
間
は
こ
の
媒
介
す
る 

活
動
そ
の
も
の
を
外
在
化
す
る
こ
と
に
.よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
自
己
を
喪
失
し 

た
.
.
.
.
非
人
間
化
さ
れ
た
.人
間
と
.し
て
活
動
し
て
'い
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ 

.
ち
、
も
の
と
も
の
と
の
関
係
そ
の
も
：の
、
.も
の
に
関
す
る
人
間
の
活
動
が
、
 

:人
間
の
：外
に.在
り
し
か
.も
人
間
0
上
，に
在
る
、
_あ
る
存
在
.
.

〔w
e
s
e
n
〕

の
活
.
 

動
に
な
.っ
て
い
る
。
■'
'人
間
が
；
そ

の.ま
ま
で
人
間
.の
#'
介
者
に
な
.る
か
わ
り 

.
に
、
こ
：
の
，疎

遠

な

仲

介

者

を

：と
お
し
て
：、
人

間

は

自

己

0
意
志
、自
己
の
活
動
、

自

己

の

他

の

人

間

：
に

た

い

す

る

関

係

が

，
、

自

己

や

他

の

人

間

か

ら

独

.立

し

.

.
こ 

力
.と

な

っ

：
て

い

，
る

.の
を

直

観

す

る

。

か
く
て
人
間
の
，奴

隸

状

態

は

.頂

点

に

達 

す

る

。

明
ら.か
に

、

い
ま
や
こ
の.仲
介

者

が

：こ
：
■の
.世
の

神

に

な

；っ
.て
い
る
。 

な
ぜ
：な

ら

、

こ

の

仲

介

者

は
.、-.
そ

れ

が

：な
か.だ
：ち
に
な.：
っ
：
：
て

私

に

媒

介

ず

.る

.
 

も
の
を
支
配
す
る
こ
の
世
の
力
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
# '
八；
^

M ひ6
6
.
6

# ' 

に
な
.っ
.て
い
る
-
•
: 

•
.

。
‘こ
の
.よ
ぅ

に

し

て

、

こ
，の
.活

動

の

生

産

に

含

ま

れ

て 

'
い
：て
、
本

当

は

人

間

に

帰

属

す

る

一

切

0
属
.性
が
、
あ
の
仲
介
者
に
移
譲
さ 

れ

る

，た
.か
ら
こ
の
仲
介
者
が
.
か
.n

‘な
'る
だ
け
、
人
間
は
人
間
と 

.

■L
て
ま
す
ま
す
貧
し
く
な
る
一
。

''
す
な
わ
ち
、
こ
の
仲
介
者
か
ら
ま
す
ま
す
切
'.
 

•
り
離
さ
れ
.る
の
处
あ
る
：：
.：」

(

本
書
八
七
_
八
八
ぺ
ー
ジ)

。

■
 

貨

幣

の

特

質

を

以

上

め

よ

ぅ

に

把

握

^
た
の
ち
、
さ
ら
に
貨
幣
制
度
の
'高
度 

の
発
展
形
態
と
し
て
の
信
用
制
度
に
つ

い.
で
，の
サ
シ
•

シ
モ
ン
■主
義
者
の
楽
観 

説
に
反
対
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
汄
に
指
肖
す
る
。

.

.

.

.

. 

.

.

.

「

龙
が
か
.か
る
疎
外
の
止
揚
は
、.
換
言
す
れ
ば
，
人
間
の
入
間
自

身

べ

.
：

の

、

：
 

ま
た
む
た
が
マ
て
人
間
の
他
の
人
間
へ 

'の
か
.か

る
：還

帰

：は仮
象

に
す
ぎ
な
一
 

V

:

.
こ

こ

で

は

竦

外

の

境

地

〔 E
l
e
m
e
n
t〕

；

が

も

は■や

商

品

、

金

属

、

/：
'
^
で

ま 

な
べ
て
道
徳
的
定
在
、
a '
4
1的
な
定
在
入
間
.の
心
.の
内
輿
に
ほ
か
’な
ら
. 

ぬ
た
け
に
ま
た
疎
外
が
、
A

間
.と
人
間
に
.：た
：い
す
る
信
頼
と
.い
：
.ぅ
み
せ
か 

け
.の
：も
^J

に

.実
は
最
太

,0
不

信
-,
-
:完
全
..な

竦

外

と
な
っ
：て
.い
.る
だ
け
：
/

に
あ
の
外
見
上
の
止
揚
と
還
帰
と
はI,

層
恥
ず
、、へ
■き
、
.Vま
.た
一
層
^
端
な 

自
己
疎
外
、
' 非

人

間

化

:
>'°
.
3

供
与
が
可
-^
だ

と

し

て

本

、
そ

の

ば

あ

い
.富
黹
な
者
は
、
貧
乏
な
者
の
生
命 

_
'や
か
；れ

ら

の

才

能

と

活

動

と

を

-:
.
'が
れ
が
貸
与
し
た
金
ー
の
返
済
め
保
証

|

'-
:

.

「

初

期

マ

ル

：：
ク

ス

1 _

研

究

の

た

め
_

の

ー

資

料

：

 

.
‘

な

し

て

い

：る
。
換

言

す
it
ば
、
..
:し
.た
•が
っ
て
,
貧
乏
.な

者

の

一

切

の

社

会

的 

美
徳
か
れ
の
生
命
活
動
の
内
容
、
か
れ
の
定
在
そ
の
も
の
が
、
富
裕
な
者 

に
と
っ
て
•は
、
通
常

©
利
子
を
と
も
な
っ
て
•の
'資
本
の
償
還
を
あ
ら
.わ
し
て 

.い
る
：
：
：
？：

信
用
関
係
©:
内
部
で
ば
、
貨
幣
が
人
間
に
お
い
て
止
揚
さ
れ
る 

.
の

で

:^
な
く
て
、
人
間
そ
.の
も
の
が
賢
に
転
化
し
て
い
る
の
で
；あ
り
、
別 

.
の
V 

か
た
を
ず
扣
^

實
幣
が
人
間
と
l
.#'
fc
'
fe
'

fT'
v-
か
の
で
あ
る
。
 

.‘ノ m
l

的
個
性
：
'■
人
間
的
'#
性
が
売
買
の
対
象
に
.ま
.で
な
り
.、.
か
ら
貨
幣
が
実
.
 

存
す
る
だ
め
の
素
林
に
な
づ
て
い
今
貨
幣
や
紙
に
か
わ
っ
て
、
い
ま
や
私 

.

.自
身
の
入
格
的
定
在
が
ン
づ
ま
り
私
ー
の
血
と
肉
と
が
、
-私

の

社

会

的

美

徳

み 

，.威
.信AJ

が
貨
幣
魂
の
資
料
で
あ
り
、.
.肉
体
で
あ
る
。
信
用
は
貨
幣
饰
道
を
も 

•
は
や
貨
幣
の
：か
：た

ち

に

凝

固

し

な

い

で

、
人

間

の

肉

体

、
人
間
の
.心
の
か
た
ち 

.に
凝
固
す
る
々
で
あ
る
ト

…

•

「

信

用

は

、

信
用
，の
あ
る
，
"そ

し

て

富

裕

な

者 

.
に
た
.い
し
：て

蓄

填.の
新
だ
な
機
会
を
1提
供

す

る

も'の
だ
.け
.に
与

え

ら

れ

る。
h
 

.
#
方

貧
乏
'な
者
は
.
か
れ
.ら
に
.た
.い
ず
る
富
裕
な
.者
の
.：偶
然
の
.好

み

ゃ

判

断 

一
が
ど
ぅ
で
あ
る
か
.に
よ
っ
^
:
:
:
.

そ

の

生

存

全

体

を

保

証

；さ
れ
.た
り
、

否
認'さ
；
 

れ

た

り

す.る
.も
の
.で

ある
か
ら
、.
か

れ

ら

は.こ
の
偶
^

に

ま
.?
た

く

依

存

し
 

て
い
：る
-^
み

に

思

わ

：れ
-?
:
'
:
:
。
|_
*.(

本
書
九
一
.
'
|

—

汍

四

ぺ

：
；

;

マ
ル
ぐ
：ク
：
^
の

疎

外

論

は::
"
こ
_の
：よ
ぅ
^

ジ

ェ
ン
ー
ム
ズ'
•ネ
：シ.の

『

経
^
学
 ̂

要』
<

--
©
評
註
：に

お

い

て

、
；

.
も

っ

と

も

素

朴

な

形

，
で

：
あ

：
ら

わ

れ

る

の

：
で

あ

る
 

が
、
筆
者
が
;ft
意
深
■く
読
ん
^
限
り
：に
お
い
.て
は
-
•'.
'
な
お
フ
マ
-
ス
ム
ス
の
影

響

-
道

義

的

な

谓

通

厚

に

み

ぢ

れ

’

^

^

が

理

論

的

分

析

を

お
し
の
け
て 

い
る
4
ぅ

次

そ
0
当

時

；
の
.ぃ
マ
ル

」

ク

荠

の

若

さ

を

物

語0そ
：い
：备 

た
と

え

ば

そ

の

：
ほ

'か
、.

>.
<」

'
の

，ノ

.
丨

へ

ト

.
に

は

、
へ

生

産

そ

；の
も
の
：の

内

部

で

の

人

^

六

九
/.(

ニ
六
七)



:湯

動

め

へ

お.^
泸

：い
办
間̂

の
.交
換
-
-
-類

的

活

動

一-
疼
^
づ
：せ

成

立'つ
.社

：''
:
:
'

 

含

つ

ぃ

て

も

、
. 

： 

'

.「

だ
か
、ら
、
あ
の
人
間
の
离
の
共
同
的
存
布
は
、
決
し
て
反
省
に
よ
つ
て
生 

'.ず
る
の
'で
は
な
.い
。
お
も
う
に
、
そ
れ
は
諸
個
人
'の
必
要
とH

ゴ
ィ
X
ム
に 

よ
つ
て
>
.:
;
:す
な
^
ち
、
か
れ
.ら
の
_

^;
の
.も
.の
を
と
お
し
て
^
接
に
う
み 

ン
出
.さ
れ
る
の
、で
あ
本
。
::
'
ざ

の

共

同

的

存

在

が

存

在

す

る

：や
香
や
は

.
、
^
 

' 

.

 

.ら
独

立

し

弋̂
る

公

妨

が

人

間

游

自

己

を

人

間

ど

じ

て

認

識

し

<
z
>

兄

.

：

し 

た
：が
'°
て)

世

界

を

人

間

的

に

祖

織
1>
'
:ぉ
え
：.て
い

な

い

間

は-'
:
>
.こ^
共
：1

存
へ 

.在

ば

練

外)

の
形
態
め

ぢ

と

沾

お.ら
.わ
れ
る
。な
ぜ
な
ら
，
こ
.の
共
同
的
存
在
、の 

主

体

で

あ

る

人

間—

已

陳

外

さ

权

た

存

在

で

あ

る
^
だ
か
ら
フ
油
象
態
に
,

、
和
げ
る
A

0

で

は

な

く

て

、
，
規

実0;
、也
き
4
、
あ
れ
こ
れ
の
砠
入
と
し
て
の 

，

人

類

は

と

の

よ

う

な

〔

舞

さ

れ

た〕
：

奮

で

あ

る
1-
,

(
本
書
九
；六
丨
九
七
頁

)

。

.

と

.

.
の

べ

 

v
v>
.る
。
:-
. 

V.'
;
:
,
:
:
:
'
' 

-
V

ど
：の
よ
う
に
、

こ
こ
に
お
い
て
疎
外
の
：‘対
象
と
し
て
.お
か
れ
て
い
る
も
の
，
 

は
，
.階
級

的

な

も.の
.で
あ
る
よ
り
ば
む
し
：ろ
、
人

間

も

.し
く

は

人

類

：と.い
：，
観 

点

が

ら

理

解

さ

れ

て.い
る
.よ
：う
控
思
わ
れ
る
。
へ
し
か
；

J

そ
'う
し
：た
.限
界
.に
も
.か
，

“
 

か
わ
ら
ず
ノ
^
ぎ
め
.
一

「

.マ
*'
.
.̂'
:」

.ツ
ク
.'に
：
関

，
す

る

ノ

'丨
:
トJ 

で
.は

.:
'
'リ
.力

，
、F

■ゥ
.
.
 

を
中
心
と
す
-？
)
古

典

学
派
に
，た

い

す

る

非

常

に

鋭

利

な

批

判

が

展

開

，さ
れ
.て
い 

る
の
が
看
取
さ
れ
る
で
^
ろ
‘う
。

：
：
'

.

.
•■

';
'

「

ゎ

れ

わ

れ

か

ら

み

を

と

：、

0,
民
.経
済

学

が

、
労

働

が

富

：の

唯
'
.の

猿

理

；
だ

：
と 

.い
う
V
Jと
.を
認
め
る
.だ
け
、
、労
働
者
は
ま
す
ま
す
ロ
.pr
t
位
^
お
と
し
、
ま
す
ま 

す

零

落

し

、

：

労
働
そ
..の
%:
o
を
' 
一.段
.と
：商
品
^
:す
る

：
：
：

一
「

蓄

積

労

働P 

' 

(aufgeh

g!-
f
t
e
.
A
r
b
e
i
t
)

と
い
う
表
現
は
、

資
本
の
起
源
を
示
し
て
ぃ
る
ば
.

:、■か
り
'で
な
く
ぃ
：
.そ
れ
と
並
ん
'で
.
-:
'
'
.こ_の
.表
現
..に
1は
、，
■労
働
は
；
ま
す.ま
.す

物 

象

ヲ

商

品

：
に

女

り

0
む
し
•ろ
.業

cD
樂

•に
.お
1い
；
て.
.
^

;̂
:活
動
お
货
て
ぼ
把
握
さ
枵
だ
い
，..
.
と
：い
う
鮝
味
が

- 

V
.
.
-
-

.

そ
し
て
国
民
i

学
を
つ
ぎ
'の
よ
.う
に
非
難
す
る
の
だ
。

「

国
民
経
済
学
の
破
：廉
恥
多
は
、
：私
的
所
有
：に
'よ
ら
て
敵
対 

'ら
れ
た
，利
害
髮
刖
提

u

v

お
：き
な
が
ぢ
、
あ
た
か
も
利
害
：が
分
裂
せ
ず
、
所 

':
..;有
が
典
同
的^

あ̂

が
に
思
弁
ず
ず
点
に
お
る
。
，1 

'

•

#

'々

の
刹
害
と.

の

銃
—

、.

労

働

と

資

本

'
与

叹 

:
(

&々

関

ず

岑—

切
0
合
理
的
命
題
も

:;
'

国
民
辑
済
学©

手
^

か
か
る
と
：、
 々

へ
ま
ブ
私
的
馨^

立

脚
- ^

を
也
き
に
は
、

:.
-
:

被
廉
恥
な_

に
な
る
。
実
際
な 

ん
，
ど
：
い

.

う

矛

盾

：！

」

.
'

(

本

書11
.11

八
.

。
へ
ー
ジ
：)

-:
°
.

.

「

ボ

ア

ギ

.ュベー

ル
に
：関

す

るノ 

I
ト

し
に
は
、
，
つ
ぎ
の
よ
：う
：に
実
：緣

的

な

文 

句

が

れ

て

い

る

。
:

.

.

.

 

:4

重
ね
て
'
:
い
，を
が
、
..
.■問
題
は
巨
.：|<

な
富
を
獲
得
さ
.せ
る
よ
5'
-
に
疔
動
す
る
こ 

ぐ
と
^
は
な
く
て
、
行
動
す
'る
こ
：と
.を
や
め
ぎ
ぜ
る
こ
ど
だ
け
で
あ
る」

，(

'一
 

7£
〇
^
丨
ジ)

。
.

■■

v.

,'
"

.

.

そ
し
て
.さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、

.，過

剰

生

産

恐

慌

に

か

ん

す

る

'
一
節
で
あ

る

。ノ
 

.
'.
'

 .

 
•
.

 

,
.
':
:

, 

.「
1

定
の
国
で
.は
一
矩
の
諸
生
産
物
だ
.げ
が
問
題
な
の
だ
が
ら
、
し
た
が
っ 

' 

’て
、
.そ
の
闺
の
す
ベ
て
め
諸
生
產
様
式
.に
お
.い
て
.も
'過
剰
生
產
が
起
り
う
る 

こ
ど
に
な
る
。：
過
璧
産
発
生
.の

責

涯

，
生
産
の
無
意
識
性
、
す
な
わ
ち 

,

ま
.ざ
；に
.生
産
が
入
間
的
レ
^

は
な
く
，
私
的
所
有
の
.疎
外
と
ぃ
ぅ
前
提
の
も

.

と
に
お
こ
な.わ
：^
る
と
.
.い
う

こ

と

に

あ

る

」
(

本

書一

五
ニ
頁)

。

.

.

.

.四 
ノ
，
.

:

■ 

. 

〜

い
 

■;
•■
■
■ 

.

■-
-
.

以
上
に
；お
い

て

、
.筆

者
t'
l
本
書
の
.紹
介

を

で

き

る

だ

け

忠

実

.に
行
っ
た
つ
も 

り
.で
あ
る
が
、
こ
0

良
心
的
‘な
研
究
の
価
値
を
そ

と

な

'う

こ

と

'
.を
'ひ
.と
え

に

'
お
 

そ
.れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
最
後
に
.今
回
の
杉
原
‘.

重
田
両
氏
に
よ
る
解

説 

的
論
文
を
ふ
く
む
す
ぐ
れ
た
訳
業
の
意
義
に
つ
1>
て
简
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
 

巻
末
の
訳
者
解
説
は
、
本
書
に
た
い
す
^
解
説
の
み
な
ら
ず
、
' 訳
者
の
初
期
‘マ 

ル
ク

X
研

究

，の

精

髄

と

思

わ

れ

る

が
.'
:
'し
か

も

そ'の
.あ

と

に
、
-こ

の「

経

済

学 

ノ
ー
卜」

化
つ
づく
プ

リ

ュ

ッ

セ
ル
時
代
の
読
書
ノ
 

I
ト

に

あ

ら

わ

れ
^-
著

書
 

の
；
リ.ス
ト
が
掲
げ
ら
れ
て
.い
るこ

：：

と

を

評

価

し

た

い

。
.
そ
し
.て
つ
ぎ
の
，よ5

に 

の
べ
て
い
る
。

-
■
パ

■

.「

'一
八
四
〇

年

代

の

，マ
ル

：

ク
ス
経
済
学
が
：、

ぎ

り

ぎ

り

の

と

こ
ろ
、ど
の
よ
う 

:

な
段
階
に
ま
で
進
展
し
.て
お
り
、
大
陸
時
代
.の
■最
終

段

階

で

.の
そ
の
体
系
的 

全
貌
は
、
お
よ
そ
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
で
き
る
だ
け
精
確
に
把 

.握
す
る
と
い
う
仕
事
は
、

ロ
ー
ゼ
ン
べ
ル
ク
の
.尊
敬
す
べ
き
先
駆
的
業
績
に 

も
か
か
わ
ら
ず
、

な
お
今
後
に
の
こ
さ

れ

た
課

題

で

あ

る

」

：
.

(

本
書
一
一
一
一 

.
頁)

。
_

.

.'

.

;

.

た
し
か
に
訳
者
が
_の
.べ
.て
い
る
よ
う
-^
、
，「

原
資
料
に
.直
接
と
り
く
む
と
.とリ 

が
非
常
.に
困
難
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
.現
在

、

可
能
.な

範

囲

で

ま

た

適

当

な

. 

仕

方

で
と

り

あ

え

ず

フ

こ

の

ノ

ー

ト

の

紹

介

を

行

っ

た
^

こ
^-
ゆ〜

本

書

が

も

：：
 

つ
資
^

^
価

値

が

大

き

い

：だ

け

に

そ

の

努

カ

^
た
が
：じ.て
深
甚」

な
敬
意
'を
表
わ
，；
 

さ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。
た
だ
問
題
は
こ
の
研
究
を
こ
れ
か
ら
の
初
期
マ
ル
ク

「

初
期
マ
ル
ク
ス」

研
究
の
た
め
の
一
資
料 

\

ス
.研
究

に

ど

の

よ

う

，に

役

立

た

せ

て

ゆ

く

か

と

い

A
O

こ
と
で
あ
ろ
う
。
.思
う 

に
、
筆
者
は
'
レ
ー
■•
]

-
ン
'
.の
古
典
的
規
定
に
よ
れ
ば
、

マ
ル
ク
ス
主
義
の
三
つ 

.

.の
源
^

:
三
；つ
の
構
成
要
素
の
う
ち
、'^
来
、
ド
ィ

ッ
の
古
典
哲
学
か
ら
唯
物
史 

観
べ
の
途
は
多
く
の
人
々
'に
よ
っ
て
'と
り
あ
げ
ら
れ
、
.ま
た
今
日
よ
う
や
く
イ 

ギ
リ
ス
：の
，古
典
派
！！
^
学
か
らs

マ
，ル
，
ク

ス

経

済

学

の

経

路

が

、

厳

密

な

資

料

的 

検

討

：の
上
に
、

き
：り
ひ
ら
か
れ

.
'o'
づ
.あ
る
。

と
こ
ろ
が
、.
い
ま
ひ
と
つ
、r

フ 

ラ
ン
，ス
の
.革
命
的
諸
学
説
と
む
す
び
つ
い
た
フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義」

と
い
う
侧 

面
の
ァ
プ
ロ
ー
チ
は
、
と
く
に
わ
が
国
の
場
合
あ
ま
り
.に
も
少
な
い
。
も
し
こ 

'の
研
究
が
進
ん
で
い
た
.：な
ら
ば
、，
主
と
し
て
パ
.リ
時
代
に
書
か
れ
た
，こ
.の

『

経 

:済i

子
ノ
ー
卜

』

' 
を
読
む
に
も
新
し
い
眼
を
も
っ
て
み
る
.こ
と
が
で
き
た
か
も
し 

れ
な
-

>

.
:
.
^
.

期
‘マ
"..
ル
.ク
ス
'の
研
究
は
，.
こ
'
.の
'よ
う

な

各

分

野

の

熱

^
.
な
協
カ
を 

え
.て
は
じ
め
て
、
よ
り
豊
か
な
も
の
と
な
り
、
そ
う
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
、
.
こ 

の
.「

経

済

学

ノ

ー

ト

」

',
:の
.訳
出
の
た
め
に
、
訳
者
た
ち
軋
払
.？
た
努
力
が
報
い 

ら

れ

る

の

で

は

な

：か
._ろ
う
か
。
 

■/ 

:

.
^
こ
ろ
で
い
ま
ひ
と
つ
；.
'
'こ
れ
は
筆
者
の
'も
っ
と
も
素
扑
な
問
題
な
の
だ 

が
.、
.
'純
粋
に
%
的
な
.イ
ン
.タ
レ
'ス
ト
.め
ほ
か
に
'-
'
現
在
.の
時
点
に
お
い
て
、
わ 

れ

わ

れ(

外
国
に
，お
け
-？
)
研
紀
者
を
も
ふ
く
め
.て
.

)

■を
.初
期

マ

ル

タ

'ス
の
研
究
に 

か
り
た
て
^
と
こ
，ろ'の
も
.
.の' は
何
で
あ
ろ
う
か
T
学
究
者
と
し
て
の
関
心
！ 

そ
れ
：は
.も
ち
ろ
ん
で
.お
る
。
し
か
し
そ
の
ほ
が
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ト
ル
あ
ル
ト 

の
：立
場
に
お
;1
>
て
' 
あ
：た
か
%:
一
八
四
o
年
代
に
様
似
た
る
現
代
に
お
い
て
、

マ
ル
^;
ス
'が
ー
悩
み
'沮
つ
闘
っ
た
よ
う
な
問
題
£
、
.い
.ま
な
お
直
面
し
つ
0
.あ
る 

と
は
¥
:克
：な

い

で

紅

ろ

ヶ

か
。
.
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